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UNESCO
世界無形文化遺産
プログラム
エストニア - セト地方、キヒヌ島
ラトビア - スイティ、リーヴ海岸
フィンランド南岸部
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バルト海の北東沿岸には、フィンランド、エストニア、ラトビアの3つの国が隣接
しています。これらの国々は、何世紀にも渡って文化的景観を共有しながら、交
流をしてお互いにより豊かに発展していきました。各地域の生活様式は、共通
する文化背景や価値観、豊かな自然によって特徴づけられ、北欧とバルト諸国
の精神を保ちながら各国特有の伝統を発展させてきました。
このような背景をもとに、この地域にある世界遺産の価値や、UNESCO（国連
教育科学文化機関）により国際的にどのように認定されているのか理解を深
めてみてください。そしてフィンランド南岸部、エストニア、ラトビアの世界遺
産を巡りましょう！
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UNESCO認定遺産について

何世紀にも渡り、人々は世界の様々
な人種や文化、技術などの知恵や知
識を求めて旅をしてきました。17世
紀から18世紀の欧州では「グランド
ツアー」という、教養があり裕福な男
性のみが欧州の大都市を旅して周る
という旅行スタイルが主流でした。し
かし現在では旅行は資産家だけのも
のではなく、全ての人が行くことが出
来る身近なものになりました。
また、「グランドツアー」には特定の
規定があり、旅行のルートにはベル

ギー、フランス、イタリア、ドイツなど、
文化や科学、教育の中心を探求するこ
とがメインとして含まれていました。
その一方で、現在では旅行先は自由
に決める事ができ、UNESCOの世界
遺産のリストを参考に旅する人も増
えてきました。UNESCOは、有形遺産

（ 記念碑、建築、自然保護区、文化的
景観など）のリストや、無形遺産のリス
トを作り、何世代にも渡り受け継がれ
てきた知識や技術を紹介しています。
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UNESCO
無形遺産について

「無形文化遺産」とは、それぞれの土地
で今も話されている方言や、社会的風
習、祝祭行事、儀式、伝統知識や技術（関
連する器具を含む）など、いわゆる人から
人へと伝えられた無形の文化を守り伝え
られているものを指します。
そして、文化的空間とは何世代にも渡っ
て人々に受け継がれてきた伝統が生ま
れた特別な場所です。ラトビアとエスト
ニアには、UNESCOが認定する文化的
空間が幾つか存在します。

それはラトビア西部にあるスイティの女
性たちが愛をこめて焼く伝統的なパイ

「スクランドラウシ」や、リーヴ人の文
化圏が広がるラトビア北西沿海部の吹
きさらしのリーヴ海岸でリーヴ人男性
が今日の獲物である魚を運んでくる様
であったり、エストニアのセト地方の女
性たちが美しい歌声で奏でるセトレー
ロや、キヒヌ島の女性たちによって守ら
れた文化や手工芸であったりします。そ
こは時間と伝統が凝縮された空間であ
り、それを私たちは特別な体験として旅
する事が出来ます。

UNESCO無形文化遺産のリストはこちら
をご覧ください: 
https://ich.unesco.org/en/lists

ラトビア、
エストニア、
フィンランド南岸部

エストニア、ラトビア、フィンランド
は北ヨーロッパ、スカンジナビア地
方のバルト海の沿岸線で隣り合っ
ています。国々の移動距離が比較
的短く、EUに加盟しているので入
国手続きの必要がなく、時差もな
いことや、同一通貨EUROを使用し
気候も似ていることから、3国を一
度の旅行で訪れることは非常にス
ムーズです。
また、3国の人々はライフスタイル
や気性も似ています。言語や芸術、
工芸品、食事や伝統にもその様子
が表れており、どの国も自身のユニ
ークなアイデンティティに誇りを持
っています。
それぞれ母国語を有する一方で、
大都市では英語も非常によく通じ
ます。一方で田園地方では英語が
あまり通じないところもあるので、
通訳がいるとより安心です。
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本冊子のプログラムに
ついて:
民俗学地域 － ラトビアとエストニア
におけるUNESCOの文化空間
このプログラムでは、人々の生活の中
に今なお伝統文化が息づいている他
では見られないユニークな民族学地
域を体験することができます。

そして各プロダクツ の 紹 介 及 び
UNESCO認定の無形文化遺産をより
深く紹介することを目的とし、3つの
項目で構成されています。

一般情報では、所要時間や目的地ま
での距離など技術的な詳細が記載さ
れています。パッケージツアーに組込
むことが可能かどうかや、組込む際
に必要なサービス内容などを記載し
ています。

各プロダクツで体験出来るハイライト
の内容と、ユニークポイントのご紹介
プログラムにはパッケージに追加でき
るアクティビティが記載されています。

冊子の終わりには、ご紹介させて頂い
たUNESCO無形文化遺産やラトビア
の首都リガ旧市街、エストニアの首都
タリン旧市街、フィンランドのスオメン
リンナの要塞などのUNESCO世界文
化遺産を組み込んだ9泊10日間のツ
アープログラムを記載しているので
ツアー構成の参考にお役立て下さい。

それぞれのプログラムでは、団体また
は個人で旅行をする際に様々な文化
体験ができるプロダクツを紹介してい
ます。旅行会社が提供しているツア
ーに時期やルートなどを考慮し、行
程に追加して組込むことが可能です。

•  UNESCO無形文化遺産：
- セトレーロ、セト地方の民謡（エス
トニア）
- キヒヌ島の文化空間（エストニア）
- ヴォル地方の伝統的なスモークサ
ウナ（エストニア）

•  保護を必要とするUNESCO無形
文化遺産：
- スイティ文化空間（ラトビア）

•  ラトビアの無形文化遺産リスト：
– リーヴ人文化空間（ラトビア）
※現在UNESCO無形文化遺産に登録
するために準備をしています。
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シーズン : 
通年

人数 : 
個人/団体 

(最大 30名)

プログラムに含まれるサービス : 
ガイドツアー(エストニア語) 

+ 入場券 + 昼食 

プログラムの所要時間 : 
8時間 

セト地方 （SETOMAA, ESTONIA）
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詳細
セト地方は、約8,400年前から人々が
暮らしていたとされるエストニアで
最も古い居住地跡のひとつです。東
と西の文明の境界線、いわゆるロシ
ア、ラトビア、エストニアとの国境沿
いに位置しており、独特の伝統と文
化を持つことでも有名です。
何世紀にも渡り受け継がれてき
た、セトの多声歌唱（セトレーロ）は
UNESCO無形文化遺産に指定されて
います。また、この地方の独特な民族
衣装も特筆すべき点で、各家庭によっ
て異なる細かな刺繍の模様が印象
的です。最も印象的なのは銀の装飾
品で、民族衣装には欠かせない存在
で着ている人の社会的立場を示す
だけでなく、持ち主を不幸から守る
御守りのような役割として身に付け
られています。
そして、セトの人たちの生活様式は今
も自然と密接に結びついており、森で
採れるベリーやキノコなどの恵みを大
切に生活をしています。
セト地方へは、タルトゥもしくはヴォル
を拠点に行くのがお勧めです。



プログラム：
現地ガイドのヘレン クルヴィクさん
(Helen Külvik) と合流

•

ヴァルスカ農園博物館(Värska Farm 
Museum)：
約100年前のセト地方の伝統的な生活を
紹介している農場が併設された博物館。
ロシア式の窯で、伝統のライ麦パンを焼
くワークショップがあります。館内のレス
トランでは、ドリンクや昼食をとることが
できます。手工芸品を販売するショップも
併設しています。
所要時間：ミュージアムツアー/約1時間、
パン作り/約30分、レストランでの食事/
約45分

•

サーツェの長靴(Saatse Boot)：
車でロシア領を通過するドライブです。ヴ
ァルスカからサーツェへ向かうルートに、
一部ロシア領の区間があります。このルー
トのみ、ロシアのビザがなくても車で通
過することが許可されています。ただし、
途中で車を停止することはできません。

•

オールド ジョージの石鹸工場と神の丘
(Old George’s Soap Shop and God’s 
Hill.)：
地元の自然材料（湿原の泥炭やペチョー
ルィ修道院の聖水、細砂、白樺の木の葉、
ブルーベリーなど）を組み合わせ香りの
良い石鹸を作っています。説明を聞きな
がら石鹸の香りを堪能し、商品を購入す
ることも出来ます（現金のみ）。
神の丘は、歴史的重要性を持つ小さな
丘です。所要時間：約1時間

交通手段 : 
 個人手配 / ツアーバス

タリンからの距離 : 285 km

リガからの距離 : 240 km

WEBSITE:
www.visitsetomaa.ee

•

オビニッツア博物館
(Obinitsa Museum)：
 セト地方の民族衣装を着ることができま
す。セトの女性は独特な民族衣装に銀の
装飾品を多く身に付けています。セトの女
性のように民族衣装とアクセサリーでド
レスアップしてみましょう。
グループの中でお一人だけ民族衣装と銀
の装飾品を身に付けることが出来ます。
ギフトショップあり。所要時間：約1時間

•

セト アートギャラリー(Seto Art Gallery)： 
セトの民族衣装に欠かせない銀の装飾
品にまつわるギャラリーです。地元の銀細
工師がセトの銀のジュエリーについて説
明し、素晴らしい展示品を見学することが
できます。所要時間：約1時間

•

タールカの家(Taarka’s House)：
セト料理の伝統レシピをもとに作られ
たディナーを食べながら、伝統料理に
ついて様々な話を聞くことが出来ます。
所要時間：約1時間

•

ディナー ＆セトの合唱団 : セトの合唱団
が夕食前(もしくは夕食後)に、セトレーロ
を披露してくれます（団体のみ）。セト レ
ーロはセトの伝統的な多声歌唱で、2009
年からUNESCO無形文化遺産に登録され
ています。所要時間：約1時間 、追加オプ
ション/合唱団から伝統的なダンスを学ぶ
プログラム 所要時間：約30分
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モースカファームでのエストニア式スモークサウナ 
(MOOSKA FARM, ESTONIA)

詳細
スモークサウナは、エストニアのヴォル
地方（Võru）において日常生活の大切
な一部です。入浴習慣やウィスク（白樺
を束ねたもの）を作る技術、サウナ小屋
の作り方と修繕方法、サウナで作る薫
製肉など、サウナは多くの伝統や習慣
が生まれる場所であり、集う場所です。
サウナとはストーブで熱された石で温
められた部屋や小屋のことで、座ったり
横になったり出来るように室内は小上
がりになっています。煙突はなく、木の
スモークした良い香りが小屋に充満し
ています。皆でサウナに入り、汗をかく
までじっくり身体を温めます。ストーブ
で熱した石の上に水をかけて熱い水
蒸気を作り出し、白樺の葉付きの枝を
束ねたウィスクで身体を叩いて血液の
循環を促進します。汗をかき血行を良く
して充分に身体が温まったら、外でク
ールダウンして水で汗を流しましょう。
これを数回繰り返すと心も身体もリフ
レッシュすることが出来ます。
伝統的なスモークサウナは一般的には
家族で土曜日に入りますが、大きなお
祭りやお祝い事の前などにも入ります。
その目的は心と身体をリラックスさせ
ることです。昔からスモークサウナは、
おじいちゃんと子供たちが一緒に準
備をし、子供たちは少しずつおじいち
ゃんから準備の仕方を学んでいきま
す。伝統的なエストニアのスモークサ
ウナはＵＮＥＳＣＯ無形文化遺産に
登録されています。
モースカファームは南エストニアにあ
る小さなファームです。ホストのヴェー
ロヤ家の家族は、ファームでの生活を
ゲストと共有しスモークサウナを紹介
することを誇りに思っています。

季節：
通年

人数：
サウナ4 - 6名、

ツアー最大20名

パッケージに含まれるもの：
1.5時間のツアー + 1.5 - 2時間の

サウナ + 夕食

パッケージタイプ：
半日プログラム
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交通手段：
個人手配 / ツアーバス

タリンからの距離： 
270 km

ホスト：Eda Veeroja

ロケーション: モースカ ファーム 
住所：Mooska Farm, Haanja, Võru, Estonia 65601

WEBSITE:
www.mooska.eu
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プログラム：
到着後、ホストと合流

•
伝統的なエストニア式スモークサウナに
関する紹介（エストニア語・英語）

•
モースカファームのスモークサウナを紹
介。2つは入浴用、1つは肉の燻製用です。
ゲストは小屋の構造やサウナの温め方と
入り方、スモークサウナの伝統について
話を聞きます。ツアーの最後には燻製肉
が振る舞われます。所要時間：約1.5時間

•
スモークサウナの温め方とウィスク（白樺
の枝を束ねたもの）を作ります。
所要時間：約1時間

•
追加オプション：ホスト家族とのサウナ
セッションも可能。ホストがゲストにサ
ウナの入り方を教えます。サウナの側に
池があり、池が凍っていない場合は泳
いでクールダウンすることができます。
冬には寒中水泳もできます。エストニア
のスモークサウナの伝統についてより詳
しく話を聞くことができます。所要時間：
約2 – 2.5時間

•
追加オプション： 伝統的なエストニア
料理を食べることが出来ます。所要時
間：1.5時間



キヒヌ島 (KIHNU ISLAND, ESTONIA)

季節 ：
通年

人数：
個人 / グループ 

(最大20名)

含まれるサービス：
ガイドツアー + 昼食 + 家庭訪問 

+ 民謡コンサート (グループのみ)

プログラム時間：
6.5時間

冬の時期：
冬の間の島

内の移動は、
事前にバス

を手配するこ
とをお勧めし
ます。（島に頼
む場合は、最

大20名）

詳細
キヒヌはリガ湾最大の島ですが、面積
は僅か16.4 ㎢（長さ7km、幅3.3km）の
小さな島です。キヒヌの文化空間とそ
の伝統は、UNESCO無形文化遺産に登
録されています。
島には4つの村があり、島民達は現在

も日常的に民族衣装を着て生活をしています。このプロ
グラムツアーでは、島独特の伝統的な雰囲気を体験する
ことができます。現地でガイドをしているマレさん(Mare)
は、キヒヌ文化を築き上げてきた様々なノウハウや伝統
技術を持った人々を紹介してくれます（言語、伝統衣装、
農業、手工芸、伝統料理の調理、伝説、教会、民謡、結婚
式や村の行事での伝統的な踊り、釣り、アシカ狩り、海を
中心とした自然の中での生活など）。

交通手段：
    - 個人手配 / ツアーバス
    - ムナライド港からフェリー (パルヌ近郊)
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交通手段：
    - 個人手配 / ツアーバス
    - ムナライド港からフェリー (パルヌ近郊)

タリンからの距離 ：
140 km

WEBSITE:
https://visitkihnu.ee

www.kultuuriruum.ee
www.kihnumare.ee

プログラム ：
ムナライド港からキヒヌ島へフェリーで
移動
09:30
キヒヌ島の港で現地ガイドのマレさん
(Mare)と合流
10:00
キヒヌ博物館(Kihnu Museum)：島の歴史
について学び、民族衣装や生活用品、漁
の道具、地元の絵画を鑑賞します。手工
芸品なども販売しており、小さなコーヒ
ーコーナーもあります。
11:00
聖ニコラス教会(St Nicholas Church) : 
1784年に建てられたルーテル派様式の
建物からロシア正教会に改宗した数少な
い教会のひとつです。シンプルでありな
がらも美しいイコノスタシスがあります。
11:30
キヒヌ灯台 :  1864年に建設され高さは
29m、螺旋状の階段が内部に作られ、最
上部には棟を一周できる細いバルコニー
があります。灯台の上からは島を見渡す
絶景を眺めることができます。

12:00
メッツァマー伝統農家(Metsamaa Heritage 
Farm)を訪問：伝統的な建築、手工芸品、農
園生活、そして地元の女性が移動手段とし
て使用している有名なサイドカー付きの
モーターサイクルを見ることができます。
13:00
伝統的な昼食：魚もしくは肉と、自家製ラ
イ麦パンが振る舞われます。
14:00
家庭訪問：キヒヌの家族がどのような伝
統的な生活をしているか見学することが
出来ます。羊皮や手工芸品など大切な物
が収納されている倉庫や、サウナ、そして
母屋のリビングルームなどを見学するこ
とができます。 
15:00
民俗コンサート：現地の歌い手や手工芸
品作りのプロ達が、島の伝統的な歌やダ
ンスを披露します。手工芸品を製作する
様子も見ることが出来ます。
16:15
フェリー出港
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人数：
個人 / グループ

パッケージに含まれるもの：
ガイドツアー 

+ 入場料  + 昼食

所要時間： 
5時間

スイティ文化空間を訪れる 
(SUITI, LATVIA) 

詳細
スイティ文化空間(Suiti cultural 
space)は、ラトビア西部のクルゼメ
州にある、国内で最も彩り豊かでユ
ニークな伝統文化を持つコミュニテ
ィです。2009年10月1日、スイティ文
化空間はUNESCO無形文化遺産の
緊急保護を必要とするリストに登録
されたことをきっかけに広く知られ
るようになりました。“緊急保護を必
要とする”とは、これらの伝統が失わ
れつつある状態で今すぐ保護され
る必要があることを意味していま
す。保護すべきスイティ文化空間の
内容としては、伝統的な祝祭、習慣、
口承、即興民謡、伝統音楽の演奏技
術、民族衣装、料理の伝統などが含
まれています。2009年以来、スイティ
文化空間はコミュニティとして徐々
に復活を遂げてきました。スイティ
では、地域、国、そして国際レベルで
のサスティナブルな取組みとプロモ
ーションを行っています。文化空間
を残せるかどうかはスイティの人々
自身にもかかっており、伝統を大切
に守っていくことやメンバーの創造
性にも深く関係しています。スイティ
の人々はこの点において、ユニーク
で貴重な文化遺産を広く伝えること
が文化ツーリズムの発展だと信じ
ており、重要であると考えています。

13

季節：
通年



プログラム:
•

「リヤ(Rija)」はアルスンガにある小さな
建物で、スイティの女性達が作った手工芸
品などを展示販売する場所です。手編み
のショールやミトン、靴下、ハーブティーな
どを購入することができ、子供達のための
ワークショップなども開かれます。事前に
連絡をしておくと、スイティの女性達が伝
統や歌について話し、一緒に伝統ゲーム
をして楽しむことが出来ます。

•

アルスンガのリーヴ城 (Livonian Order 
castle)は14世紀から18世紀にかけて建設
され、数回において再建されました。1341
年にはアルスンガに要塞があったことが
知られています。1372年に城の建設が始
まり、塔や教会は15世紀から18世紀の間
に建てられました。アルスンガ城は、歴史
的外観が保存された数少ない貴重な中
世の建物の1つです。

交通手段：
個人手配 / ツアーバス

リガからの距離： 
180km

WEBSITE:
www.alsunga.lv/lv/

www.suitunovads.lv/en/
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スイティ文化空間を訪れる
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•

デ ィ ズ ガ バ ル カ ル ン ス の 丘
(Dizgabalkalns Hill)は、アルスンガ中
心にある古代クロニア城にある丘で
す。この名前は、クルゼメ出身のバー
グ大佐が1659年にアルスンガ城に要
塞を構えていたスウェーデン軍を攻撃
するために、丘に大砲を置いたことか
ら名付けられました。高さ8–10m、広さ
24m x 54mのこの丘からは、アルスンガ
の風車がある湖のすぐ横にある、聖ミ
カエルローマカトリック教会の美しい
姿を見ることができます。通りの反対
側にある城の西側には、11世紀から
13世紀頃に火葬されたクロニア人の
墓地があります。スイティの人々は、こ
の丘でイースターやその他の文化行
事を行います。

•

スペールマニュ・パブ (Spēlmaņu pub)
は、アルスンガの中心にありこの地方
の食事を楽しむことができる食堂。リ
クエストに応じて、スイティの女性か
ら料理を教えてもらい、スイティの伝
統料理を食べることも出来ます。料理
だけではなく、「スイティ ウーマン」「ス
イティ メン」「スイティ バグパイププレ
イヤー」などの、バンドパフォーマンス
を通してスィティの素晴らしい文化を
知ることも出来ます。

•

アルスンガの聖ミカエルローマカトリッ
ク教会(St Michael’s Roman Catholic 
Church)は、1625年頃建てられました。
何世紀にも渡ってスイティコミュニティ
の主要な礼拝の場として信仰心とアイ
デンティティを支えてきました。
1882年に教会は十字型に拡張され、現
在のような姿となりました。教会の内部
は、1715年頃にオランダの木彫師ヨハ
ン・メルテンスが創った作品を見るこ
とができます。オルガンは、1893年に
イェーカブ城(Jēkabpils)でF.ワイゼン
ボーンによって作られたもので、祭壇

画は1910年に描かれました。教会
の下にはシュベリン王朝のレンガ
造りの墓地があります。



スイティ文化空間を訪れる
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•

アルスンガ ツーリスト インフォメーション 
＆ 世界遺産センターには、スイティのリ
ビングルームやキッチン、カトリックの
司祭が着用していた礼拝衣装などが展
示されています。展示ホールでは、スイ
ティの女性の民族アンサンブルの歴史
と現在の生活に関連した展示が行われ
ています。特別オファーでは、「スイティ 
ウーマン」「スイティ メン」「スイティ バ
グパイププレイヤー」によるアンサンブ
ルパフォーマンスが楽しめます。

•

「アウストゥヴェ(Austuve)」と「スイティ 
キッチン」は、アルスンガの行政区域に
ある博物館内にあります。「アウストゥヴ
ェ」では、スイティの民族衣装がどのよう
に作られているか、織り工房でスイティの
色鮮やかな衣装について学んだり、民族
衣装を試着したりすることができます。経
験豊富な職人のもと、織機を体験するこ
ともできます。「スイティ キッチン」では、
伝統的なスイティ料理について学び、マ
スタークラスに参加して伝統的なサワー
ブレッド（skābmaize）やにんじんのパイ

（sklandrausis）などのスイティの伝統料
理の作り方を学ぶことができます。



季節：
5月 –  10月

人数：個人旅行 /  グルー
プ (最大30名) と、ガイド

もしくは通訳

パッケージに含まれるもの： 
ガイドツアーと入場料 

+ 伝統的な昼食 + フォークロ
アコンサート

所要時間： 
8 – 10時間

リーヴ海岸 （Līvõd rānda）

17

詳細
リーヴ人は、今日のラトビアの言語と文化
の形成に大きく関わったフィン・ウゴル語

派話者を先祖に持つラトビアの先住民です。現代のラ
トビア文化はリーヴ人と古代ラトビア系バルト諸民族（ラトガレ
人、ゼムガレ人、クルシ人）の交わりの結果として培われてきまし
た。リーヴ人は、その言語と文化（食べ物、民族衣装、口頭伝承な
ど）の独自性を保ちながらこれらの要素を発展させることに成
功しました。ゆえに、ラトビアの文化環境の一部となったので
す。2011年のデータから、ラトビアにいるリーヴ人の数は250人
で、今日、約30人がリーヴ語で流暢にコミュニケーションをとるこ
とができています。このためリーヴ人は現在、欧州で最も小さい
民族グループとなっています。リーヴの遺産は14の漁村へと繋が
るリーヴ海岸で見ることができ、彼らはその遺産をUNESCO無形
文化遺産のリストに登録することに注力しています。



プログラム:
•

リーヴ人公民館(Livonian Community 
house) –  リノベーションされた建物「パ
ストニエキ」にある集会所で、 リーヴ人の
家財道具や文化品の展示を行うインフォ
メーションセンター

•

リーヴ音楽アンサンブル – 「ラウラ」によ
る演奏 

•

ルーテル教会（祭壇はH.ヘインリヒソー
ネによる装飾）、カトリック教会、正教会
のあるコルカ村 

•

スクランドラウシ(Sklandrauši):伝統の人
参パイ。リーヴ人女性ジェネタ・マリンス
カ(Dženeta Marinska)が、コルカのウ
ーシ・ハウスでスクランドラウシの作
り方を教えてくれるマスタークラス

交通手段： 
個人手配 / 
ツアーバス

リガからの距離： 
150 km (コルカ/ Kolka) ルートの

一部はSlītere国立公園と
Oviši自然保護区を通ります。

WEBSITE:
www.visit.dundaga.lv

www.livones.net
www.visitventspils.com
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リーヴ海岸
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•

コルカ岬（リーヴ語 – Kūolka nanā） –   
メルワラのルーン石碑（紀元前約1,000
年）の中でバイキングが言及した最初
の現ラトビア領の場所の1つ。リーヴ人
の大海（Sūr mer）と小海（Piški mer）が
交わる場所

•

リーヴ人の漁村サウナグス（Sänag） 
•

ピトラグス・バプテスト教会があるピト
ラグス（Pitrõg）

•

ピトラグスの中心にあるクルアギ漁家
(Pie Andra Pitragā)では、リーヴ海岸に
昔から伝わる垣根の27種類を見ること
ができます。オーナーと一緒に魚の燻製
を作り食べることもできます。リーヴ人
が使う釣り具や魚の採り方、魚の処理
に関する伝統なども紹介してくれます。

•

リーヴ漁村コシュラグス (Kuoštrõg) – 
文化財。リーヴ村の伝統的でありモダ
ンな建物

•

マズィルベ(Mazirbe)-クルゼメ北部の
海岸にあるリーヴ文化の最も重要な
中心部

•

マズィルベ旧墓地（ヨット船長A・ベル
トホルヅの両親の記念碑、リーヴ神話
の巡礼地「狼男の墓」）と、マズィルベ教
会（かつてはリーヴ語で集会を開催）

•

リーヴ人公民館 – フィン・ウゴル語派話
者のシンボル。郷土料理の試食が可能

•

漁船墓地-ソビエト時代において、伝統
的な沿岸漁業が禁止だった場所



リーヴ海岸
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•

シュリーテレ灯台–  サーレマー島の眺望
が可能 。第二次世界大戦前までは地元
の人々は隣人と密接な関係を保ってい
た場所。シュリーテレ国立公園の文化の
歴史を展示しています。

•

スィークラグスSīkrags（Sīkrõg）– 伝統と
モダンを有する建築様式が特徴のリー
ヴ最古の漁村のひとつ（文化財）

•

リエリルベLielirbe (Īra) – かつてのリー
ヴ最大の漁村。リーヴで最も重要な沿岸
輸送である狭軌鉄道（Līvzemes vilciens 
リーヴの地鉄道）が通っていて、新しい歩
道橋 の上を通ってイルベ川を渡ります。

•

西部リーヴセンター –ミキェリュトゥアル
ニス漁村(Miķeļtornis) – 学校、教会、ピ
ゼ居酒屋(リーヴ沿岸で唯一の建物）、
オブジェ「帆船の世紀」、詩人に捧げる
記念碑のある墓地(リーヴ人に捧げら
れた最古の記念碑)

•

イルベネ電波望遠鏡(Irbene locator)と
ひと気のない軍の街（ソビエトの遺産）。
ソビエト軍が侵入した際、新しく国境が
引かれて個人漁業が禁止されたために、
リーヴ人らは沿岸を強制的に離れざる
を得なくなりました。西沿岸のかつて
のリーヴ漁村には多くの軍隊が駐留し
ていました 。

•

ヤーニス・プリンスィス(Jānis Princis)の
記念碑 – 彼はリーヴ人の詩や本の翻訳
を手掛け、ヴェンツピルスのオスタガル
ス区(Ostgals)にある通りや建物には彼
の名字であるプリンスィスと名付けられ
ている場所があります。そんな、ヴェンツ
ピルスの街を訪問します。



コンバインツアー

UNESCOに登録されている
無形文化遺産と世界遺産
セト地方、キヒヌ島、スイティ文化
空間、リーヴ海岸、フィンランド南
岸部
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このツアーでは、ラトビア・エストニア・
フィンランド南岸部にあるUNESCOに
登録されている無形文化遺産や世界遺産を紹介します。
エストニアではセト地方やキヒヌ島、ラトビアではスイテ
ィやリーヴ民族、フィンランド南岸部では手工芸や建築、
食べ物など各地で大切に受け継がれている伝統を体験し
に行きましょう。
ツアー行程：
リガ(Riga) – コルカ(Kolka) – ヴェンツピルス(Ventspils) – クルディーガ(Kuldiga) – アルスン
ガ(Alsunga) – リガ(Riga)  – タルトゥ(Tartu) – ヴァルスカ(Värska) / オビニッツア(Obinitsa) 
– タルトゥ(Tartu) – ハーニャ(Haanja)  – パルヌ(Pärnu) – キヒヌ(Kihnu) – パルヌ(Pärnu)  – 
タリン(Tallinn) – ヘルシンキ(Helsinki) – ウーシマー西部(Western Uusimaa) – ロホヤ島
(Lohjansaari island) – ヘルシンキ(Helsinki) 22

9泊10日間 ツアー内容



コンバインツアー

リガ市内観光では、世界最大級のパイプオルガンがあるリガ大聖
堂、塔の上から市内の雄大な景色が望める聖ペテロ教会、ギルド
会館、スウェーデン門、三人兄弟、聖ヤコブ教会、国会議事堂、リガ
城、ユーゲントシュティール建築群を周ります。
リガの旧市街はUNESCO世界遺産に登録されています。

www.liveriga.com

リガ泊

1日目
リガ
リガ到着

リガを出発してリーヴ海岸を通り、コルカにあるリーヴ人公民館か
らツアーは始まります。
そしてリーヴ海岸を下ってヴェンツピルスへ、小さな漁村や教会、
灯台、伝統料理、手工芸品などリーヴ文化を体験します。
ヴェンツピルス滞在後、クルディーガに向かいます。

クルディーガ泊

2日目
リーヴ

運転距離：
294 km

所要時間：
終日(8時間)

移動経路：リガ – コルカ – ヴ
ェンツピルス – クルディーガ
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コンバインツアー

クルディーガを出発してアルスンガへ向かいます。
アルスンガにある「リヤ(Rija)」に立ち寄り、スイティの芸術や手工芸
品を見学します。そして、アルスンガ中世の城博物館、ディズガバル
カルンスの丘で、伝統的なお祭りと美しい風景を楽しみましょう。
アルスンガ ・カトリック教会訪問。
スイティの伝統的なテキスタイル ― 織物工芸ショップで実演を見
学し、その後ツーリストインフォメーションセンターや歴史遺産セン
ターへ立ち寄ります。
リガへ向けて出発。
リガ泊

3日目
スイティ

4日目
タルトゥ

運転距離：
204 km

運転距離：
260 km

所要時間：
終日(8時間)

所要時間：
終日(8時間)

移動経路：クルディーガ – ア
ルスンガ – リガ

移動経路：リガ – タルトゥ

エストニアのタルトゥ旧市街散策と、200以上のテラコッタの彫刻
を保有する聖ヨハネ教会を周ります。タルトゥ大学の本館はエスト
ニアの古典建築の優れた一例で、欧州遺産に指定されています。

（http://visittartu.com/）
エストニア国立博物館は、エストニアの民族衣装や食べ物などの展
示があり、UNESCO無形文化遺産に登録されている歌と踊りの祭典
についても学ぶことができます。（http://www.erm.ee/en ）
タルトゥ大学の旧天文台はUNESCOの世界遺産に登録されている
シュトルーヴェの測地弧の基点として知られています。
https://www.tahetorn.ut.ee/en.

タルトゥ泊 24



コンバインツアー

オプション 1：
タルトゥを出発。 ヴァルスカで
は、農園博物館でセトの人々の
歴史やこの地方の農業などを学
ぶことができます。
ヴァルスカとセト地方へ向かう
途中、一部ロシア領の区間とな
っている「サーツェの長靴」を通
ります。オビニッツア博物館で
は、セト地方の民族衣装につい
て知ることができ、セトアートギ
ャラリーではセトの銀の装飾品
が展示されています。
タールカの家では、多声歌唱セ
トレーロに耳を傾けながら伝統
料理を楽しみましょう。

5日目
セト地方

運転距離：
250 km

所要時間：
終日(8時間)

移動経路：タルトゥ – ヴァ
ルスカ – オビニッツア – タ
ルトゥ

オプション2: 
タルトゥを出発。14世紀に
建てられたヴァストセリイナ
(Vastseliina)城のある中世
のテーマパーク、エレマエ
(Meremäe)の展望台、セルガ
村(Serga)の教会。オビニッツ
ア博物館では、民族衣装につ
いて知ることができます。セト
アートギャラリーでは、セトの
銀の装飾品が展示されていま
す。 タールカの家で多声歌唱
セトレーロに耳を傾けながら
伝統料理を楽しみましょう。

タルトゥ泊
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6日目
モースカファームサウナ

運転距離：
190 km

所要時間：
終日(8時間)

移動経路：タルトゥ – モース
カ – パルヌ

ハーニャ自然公園にある、モースカファームを訪問して
UNESCO無形文化遺産に登録されているスモークサウナ
を体験しましょう。ホストとのサウナセッションと夕食を楽
しみます。
パルヌ泊

コンバインツアー

パルヌは人気の夏のリゾート地です。パルヌ近郊のムナラ
イド港から、キヒヌ島まではフェリーで移動します。キヒヌ
の文化空間は、UNESCOの無形文化遺産に登録されていま
す。ツアーの詳細は、この冊子のキヒヌ島の項目のパッケー
ジ部分をご参照ください。 www.kihnumare.ee.
フェリーでパルヌに戻ります。

パルヌ泊

7日目
 キヒヌ

運転距離：
270 km

所要時間：
終日(12時間)

移動経路 : パルヌ – キヒヌ 
– タリン
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コンバインツアー

タリン観光後、タリンク・シリヤ
のフェリーに乗りフィンランド
へ移動します。
タリンからヘルシンキまでは、
フェリーで2時間程です。

ヘルシンキ到着後、市内観光
ではヘルシンキ大聖堂と元老
院広場、国会議事堂、オールド
マーケット、エスプラナーディ
公園、カンピ礼拝堂、テンペリ
アウキオ教会、デザインディス
トリクトを周ります。
追加オプションでUNESCO世
界遺産に登録されているスオ
メンリンナ島へ行くこともでき
ます 。
www.suomenlinna.fi/ja/

ヘルシンキ泊

タリン市内を、徒歩とバスで周りま
す。 徒歩観光では、UNESCO世界
遺産地に登録されている14～15
世紀頃の中世の街並みが残るタ
リン旧市街、トームペア城、13世
紀に造られた大聖堂、19世紀に
建てられたロシア正教会アレキ
サンドル・ネフスキー聖堂、タリ
ン旧市庁舎、ハンザ同盟入りを
祝って建てられた大ギルドの会
館、聖オレフ教会などを周ります。
バスツアーでは、郊外にある歌と
踊りの祭典が開かれる歌の会場
や、聖ブリジット修道院遺跡など
のピリタ地区を周ります。
www.visittallinn.ee/ja

8日目
タリン & ヘルシ
ンキ
所要時間：終日
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以下の、3つのオプションから2つ
を選ぶことができます。

オプション1：
フィスカルス村 – 散策と昼食 
フィスカルス社誕生の地であり、
世界的にも有名なフィンランドの
デザインとアートの中心地です。
www.fiskarsvillage.fi/en

オプション2：
ムスティオンリンナ マナーハウス
200年以上の歴史を持つフィンラ
ンドで最も貴重なマナーハウスの
ひとつです。
www.mustionlinna.fi/en

オプション3：
ハンコとベンクトゥシャール灯台
北欧最大の灯台で、海抜52mの
高さを誇ります。1906年にベンク
トゥシャールという岩礁に建てら
れ、灯台ミュージアムやベンクトゥ
シャールでの戦いの展示、灯台ポ
ストやカフェ、宿泊施設、会議室な
どがあります。

ウーシマー泊

9日目
ウーシマー西部

運転距離：
70 – 130km （オプションによ
って異なる）

所要時間：終日

コンバインツアー
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コンバインツアー

フィンランド南部最大の湖、ロホヤ湖に浮かぶロホヤ
ンサーリ島でリンゴ農園を訪問します。
www.martinpiha.fi/en/ 
www.ciderberg.fi

そして、地下100mにあるユニークなトゥトゥリ鉱山博
物館を見学します。ノルドカルク鉱山産業(Nordkalk)、
コネ(Kone)の世界レベルの技術開発など、地下冒険と
スリルが味わえます。
www.tytyrielamyskaivos.fi/en/

追加オプション(12月の2日間のみの開催)：
ロホヤで行われる伝統的なクリスマスマーケットを訪
問します。フィンランド南部で最も有名なクリスマスマ
ーケットで、２日間のみ開催される貴重なイベントで
す。伝統的なクリスマスを過ごす為の準備を体験する
ことができ、200以上もの屋台が立ち並び、伝統的なク
リスマスの飾りや手工芸品、食べ物、お土産などが販
売されます。アットホームな雰囲気の中、会場内ではコ
ンサートやサンタクロースの登場など、楽しいイベント
もたくさんあります。クリスマスマーケットが行われてい
るこの時期は、聖ラウリ教会、ロホヤ博物館の展示室が
開放されています。

ロホヤからヘルシンキ空港へ移動後、帰国の途へ

10日目
ロホヤンサーリ島

運転距離：70 – 130km （宿
泊場所により異なる）

移動経路：ウーシマー – ロ
ホヤンサーリ – ヘルシンキ
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www.balticsea.countryholidays.info/
www.celotajs.lv
www.maaturism.ee
www.visitlohja.fi/en/main/

www.visitsetomaa.ee
www.visitkihnu.ee
www.visit.dundaga.lv/en/
www.suitunovads.lv/en/
www.suomenlinna.fi/ja/

www.myhelsinki.fi/ja
www.liveriga.com
www.visittallinn.ee/jp

www.visitfinland.com/ja/
www.visitestonia.com/en/
www.latvia.travel/ja

GO RURAL (日本語サイト)
Baltic Country Holidays (ラトビア)

Estonian Rural tourism (エストニア)
Lohja (フィンランド)

UNESCOに登録されている地域の情報:
セト地方 (Setomaa)

キヒヌ島 (Kihnu )
リーヴ海岸 (Livonian Coast )

スイティ (Suiti)
スオメンリンナ島 (Suomenlinna )

一般的な観光情報:
首都

ヘルシンキ (Helsinki )
リガ (Riga)

タリン (Tallinn)
国

フィンランド (Finland )
エストニア (Estonia )

ラトビア (Latvia) 
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このプロジェクトは、フィンランド南岸部観光協会、エストニア田園ツーリズム協
会、ラトビア田園ツーリズム協会が日本をターゲットに行なっているプロモーショ
ンです。CAITOプロジェクトの目的は関係機関の協力で田園ツーリズム関連企業
の日本参入をサポートすることにあります。本プロジェクトは欧州連合(EU)による
財政支援を一部受けているほか、各国の政府観光局からも協力を得ています。

http://balticsea.countryholidays.info/
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for any use which may be made of the information contained therein.


